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ヤマ八発動機㈱では、このたび災害発生などの緊急時に、生活

のために不可欠な「水」をスイミングプールの水を有効に利用

して「生活用水」と「飲用レベルの高度な処理水」とに処理し、

一時的に災害から避難された人々に必要量供給することを可

能にするシステムを新しく発売いたしました。

さまざまなプールをつくり続けて21年。YAMAHAからの
新しい提案です。



YAMAHA

必要な「量」を最適な「質」でK必要な「場所」で

だれでも「働かせる」ことができるシステムで土

66、OOO　eの水を2000人に供給。

学校などに設置されているフールには通常

350ms－400m，iの水があります、，災’，ii：発生時

にはさまざまな要因から推定200耐の水を

使用する事が可能と考えられます。「ヤマハ

緊急用給水システム」はこの水から1人あた

り1日3eの「飲用レベルの高度処理水」と

同じく1人あたり1日30ρの「生活用水」を

2，000人の人々に対し、連続311間供ネ1河能

としました。

生活用水と高度処理水を分離して
同時に供給

災害時、必要な水は質と㍑に違いが生じま

すttこのシステムは㍑を必要とする洗い水

や流し水のための処理水と、食川・飲用㍉

の高度な処理水とを別々に取り出すこヒを

11∫能にしました。しかも2種類の処川水は

同時にf共給［lrfi旨となつていますc

スイミングプールを21年発売してきた

実績の発想です。

学校などスイミングフールが設置されてい

る場所の多くは災害時避難場所となります。

その場所で「生活のための水」が必要にな

ります　この必要に応えてフールの新しい

機能ヒしてこのシステムを開発いたしまし
たtt

簡便にだれでも使用できます。 平常時でも使用できます。

ヤマハ緊急用給水システムは平常川には、

オー一バーフロー小ltj利用システムヒして使

llj　tr∫能Cす，，別売のサーシタンクとL．i，i川の

制御システムを）1〈f・」けることによ・・て、通

常捌水されているオー一バーフロー水を川生

し、フールにもビすことかcきます　夏期

V）渇水時など人きな節水効果を発排します、、

［＝lgwt＝
災害時、ライフラインが遮1析された中で、

複雑な装置は働きませんrt

このシステムは、もっともf・に入りやすい

燃料である「ガソリン」を使用するエンジ

ンポンフによって、フィルターを交換しな

くても必要な㍑の水を3日間メンテナンス

フリーで供給しつづけられます。

平成7年1月17日に発生した阪神’淡路大震災は未曽有の被害を地

域の方々にあたえました。私たちはこの経験をしっかりとうけとめ、

分析し、ふたたびこの様な災害が発生したとしても少しでも人々の

生活に役だつことができる様プールに対して多くの研究開発にとり

組んでまいります。その課題として下記のようなものがあります。

レ高さ

レ長さ

レ幅
レiPt．　l　l［

〉エンシン

レゼム料・タンク

レ燃‡1

〉食］cJHレン＼ノレソ）

　高度浄化ノk

レ生沽川水

1，255mm

1，960mm

1，160mm

300kg
2．6，i勺ノ」｛お？’・エ！〆ン　　 フYP2⑪GNト

3ρ｛2、5～3‖猴川lf吏1目L］∫iiヒ）

無鉛ガソリン

500ρ／1‖芋｜liJ

5，0002／IHJII；J

　　レプールそのものの構造強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂＝C＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一A　　＞プール設置地盤の強化策

　　治設備機器の被害防止、機能維持

　　芦設備配管の被害防止策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［・’　　　　　　　　「　　レプール水の貯留、保持

　　レプール水の積極活用策

　　レ機材搬入不可時でのメンテナンス、及びその容易さ

　　　の追求etc。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＿一」r
今回のヤマハ緊急用給水システムはこれらの取り組みの中から生み　　　「7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1t
だされました。

※利用原水について飲用水として利用する為には安全性の確認された水を選んでください。水道
水を原水として貯水されている水が基準ですu　　　　　　　　　　　　　　　■本体価格／3，500，000円

〈注意〉 ：翼言ま丁顯『誓㌣答1㌫纂：灘三㍊㌘｛驚嘉：三1㌫÷：慧‡碧？3ξ■オーバーフロー水再利用システム／1，400，000円
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